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２０２５ ５- 月 
   

-－ 支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

       「ともに学ぶ、ともに愉しむ」 

                 自由が丘月寒スクール･理事/教科・活動担当 滑川 大樹 

もともと博物館で、学校では教わらない深い知識や先人の知恵などを伝えたい、という思いから

学芸員の資格を習得しました。そこから縁があり、自由が丘学園で働く*ことになりました。「教師

経験のない私が、子どもたちに上手く“伝える”ことができるのか」と、不安いっぱいにスタート

したのが昨日のように思い出されます。 

そんな私の授業で、大切にしていることがあります。それは「学ぶということは本来楽しいこと

なんだ」ということを伝えることです。 

「どうして？」、「なるほど！」、など興味が沸けば、人は自発的に学んでいきます。それは子ども

も大人も変わりません。そして、その「学びの種」はいたるところに転がっています。私は、授業

はもちろん普段の生活から、子どもたちと一緒に「学びの種」を探し、ともに育んでいきたいと考

えています。 

この月寒スクールには、生徒・スタッフを含め幅広い世代、そして様々な経験をしてきた人たち

が集まってできています。その中で得た体験は、数年という短い期間でも大きく人を成長させます。

私自身、これまで関わってきた生徒たちから多くのことを学ばせてもらっています。スクールに通

う生徒たちにも、将来スクールに通った時のことを振り返って「かけがえのない経験をした」と思

ってもらえるよう、これからも邁進していきたいと思います。 

注* スタッフ募集で来たのが 10 年近く前の事、気づけば生徒たちの人気者。「ナメコ」「ナメちゃん」の呼び名を売り（？）に理

科・社会系＋行事・居場所と幅広く担当。昨年度より3名役員配置の一人となり、期待は拡がる。   （編集子） 
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◆3月29日 ：居場所 「No Food No Life」  

地域児童むけの「みんなのお家」の春休み例会は食育。 

家庭科授業後に、和洋食づくり。無事にできました。 
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